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阪
南
大
学
は
、２
０
２
０
年
度
か
ら
開
始
し
て
い

る
全
学
部
・
全
学
生
対
象
の
導
入
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム「
Ａ
Ｉ 

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
パッ
ケ
ー

ジ
」に
お
い
て
、文
部
科
学
省
が
推
進
す
る「
数
理
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム（
リ
テ

ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
）」に
認
定
さ
れ
た
。認
定
校
全
国
計

７８
校
の
う
ち
の
１
校
で
あ
り
、大
阪
の
私
立
総
合
大

学
で
は
唯
一
の
認
定
校
と
なった
。

阪
南
大
学
の
情
報
教
育
へ
の
取
り
組
み
は
、

１
９
８
６
年
４
月
に
商
学
部（
当
時
）の
な
か
に
、経

営
情
報
学
科（
後
に
経
営
情
報
学
部
）を
設
置
し
た

こ
と
に
始
ま
る
。今
回
の
認
定
は
前
述
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
同
時
に
、２
０
２
０
年
４
月
に
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
教
育
研
究
所
を
設
置
し
、経
営
情
報
学
部
に

Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
関
連
科
目
を
開
講
す
る

等
、Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
を
率
先
し
て
導

入
し
た
こ
と
の
結
果
で
あ
る
と
喜
ん
で
い
る
。

中
央
教
育
審
議
会
答
申「
２
０
４
０
年
に
向
け
た

高
等
教
育
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」（
２
０
１
８
年
）

で
は
、「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
等
を
基
盤
的
リ

テ
ラ
シ
ー
と
捉
え
、文
理
を
越
え
て
共
通
に
身
に
付

け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」と
明
記
さ
れ
て
い

る
。文
理
融
合
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
なっ
た
の
は
、

文
理
分
断
が
長
く
続
い
た
こ
と
か
ら
の
脱
却
を
意

味
す
る
。日
本
で
文
理
の
区
別
が
登
場
し
た
の
は
、

１
９
１
８
年
の
第
二
次
高
等
教
育
令
で
、「
高
等
学

校
高
等
科
ヲ
分
チ
テ
文
科
及
理
科
ト
ス
」と
規
定
さ

れ
て
か
ら
で
あ
る
。

歴
史
を
振
り
返
る
と
、中
世
の
大
学
は
、人
文
知

を
中
心
と
す
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
専
門
学
部（
法

学
・
医
学
・
神
学
）か
ら
成
り
立
って
お
り
、文
理
は

分
断
さ
れ
て
い
な
かった
。文
理
分
断
あ
る
い
は
理
系

の
優
位
が
始
まっ
た
の
は
、１
８
３
０
〜
４０
年
代
で
あ

る
。１７
世
紀
の
科
学
革
命
に
よ
って
学
問
が
宗
教
か

ら
解
放
さ
れ
、１８
世
紀
半
ば
か
ら
１９
世
紀
に
か
け
て

の
産
業
革
命
に
つ
な
がっ
た
。産
業
革
命
は
、技
術
革

新
と
生
産
手
段
の
発
展
を
支
え
る
専
門
的
技
術
者

を
要
請
し
、結
果
と
し
て
直
ち
に
役
に
立
つ
自
然
科

学
の
比
重
が
高
ま
っ
た
。科
学
あ
る
い
は
科
学
者
と

い
う
言
葉
は
、自
然
科
学
を
指
す
用
語
と
し
て
出
現
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ずいそう Occasional thoughts

し
た
の
で
あ
る
。ア
メ
リ
カ
で
、大
学
が
専
門
教
育
と

一
般
教
育
か
ら
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、一
般
教

育
が
人
文
科
学
・
社
会
科
学
・
自
然
科
学
の
３
分

野
に
整
理
さ
れ
た
の
は
、１
９
４
６
年
以
降
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
大
学
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
で
き

あ
が
る
中
で
、イ
ギ
リ
ス
の
科
学
者
で
あ
り
小
説
家

で
も
あ
る
Ｃ
．Ｐ
．ス
ノ
ー
は
、１
９
５
９
年
の
講
演

で
、科
学
的
文
化
と
人
文
的
文
化
と
い
う「
２
つ
の

文
化
」の
間
に
敵
意
と
嫌
悪
の
溝
が
あ
る
と
嘆
い
た

（
Ｃ
．Ｐ
．ス
ノ
ー
著
、松
井
巻
之
助
訳『
二
つ
の
文
化

と
科
学
革
命
』み
す
ず
書
房
、２
０
１
１
年
）。ス
ノ
ー

の「
２
つ
の
文
化
」論
を
現
代
化
し
た
も
の
が
、ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
リ
ス
ト
の
スコッ
ト
・
ハ
ー
ト
リ
ー
著

『
Ｆ
Ｕ
Ｚ
Ｚ
Ｙ
・
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｅ
―
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン

を
生
み
出
す
最
強
タッ
グ
』（
鈴
木
立
哉
訳
、東
洋
館

出
版
社
、２
０
１
９
年
）で
あ
る
。

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
は
、人
文
科
学
や
社
会

科
学
を
学
ぶ
文
系
学
生
をfuzzy

、工
学
や
自
然
科

学
を
学
ぶ
理
系
学
生
をtechie

と
呼
ん
で
い
る
と
い

う
。ス
コッ
ト
は
、こ
れ
か
ら
の
ハ
イ
テ
ク
主
導
経
済
で

成
功
す
る
の
は
、文
系
学
生
で
は
な
く
、Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
分

野
で
求
め
ら
れ
る
職
能
を
持
っ
た
理
系
学
生
で
あ
る

と
信
じ
ら
れ
て
い
る
が
、そ
う
で
は
な
く
、め
ま
ぐ
る

し
く
進
化
す
る
経
済
の
中
で
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

や
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
す
る
た
め
の
必
要
不
可

欠
な
知
識
と
ス
キ
ル
を
持
って
い
る
の
は
文
系
学
生

だ
と
、多
く
の
事
例
を
も
と
に
主
張
す
る
。文
系
人

間
は
、ス
ノ
ー
の
言
う「
２
つ
の
文
化
間
の
溝
」に
橋

を
渡
し
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と
そ
れ
ら
に
対
処
す
る

技
術
的
な
手
段
を
予
想
も
し
な
い
方
法
で
結
び
付

け
る
。「
互
い
に
異
な
る
も
の
同
士
が
ぶ
つ
か
り
合
う

点
は
創
造
の
機
会
を
つ
く
り
出
す
」（
ス
ノ
ー
）の
で

あ
る
。文
理
融
合
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
説
得
力
の

あ
る
説
明
で
あ
る
。文
理
融
合
と
は
、実
は
、文
理
分

断
の
克
服
で
あ
り
、文
系
の
復
権
な
の
で
あ
る
。

阪
南
大
学
は
、現
在
の
経
営
情
報
学
部
を
Ａ
Ｉ
・

デ
ー
タ
サ
イ
エン
ス
を
学
べる
学
部
に
改
編
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。経
営
情
報
学
科
と
し
て
出
発
し
た
本
学
の

情
報
教
育
が
、Ａ
Ｉ
共
存
社
会
を
生
き
抜
く
人
材
育
成

に
向
け
て
、新
た
な
次
元
に
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。




